
　

我慢や不安に立ち向かった子どもたちと
「原点回帰」を大切にしたこれからの教育活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　小　髙　敏　男　
　保護者、地域のみなさまには、今年度中も、大変お世話になりました。感染症拡大から丸３年が経
ち、ようやく５月を目途にレベルを５類に下げるというニュースが出されました。嬉しい反面、本当
に大丈夫なのかと不安にもなります。薬ができたことと、重症化リスクが下がったことなどが要因と
して考えられます。現在は、インフルエンザが猛威を振るっています。過度な恐怖感をもつ必要はあ
りませんが、感染予防対策で経験したことは今後も生かして健康に留意していただければと思いま
す。

　この３年間を振り返ると、子どもたちにとっては、我慢と不安の３年間であったと感じています。
給食の時に楽しくおしゃべりしながら食べることを我慢した黙食。感染するかもしれない、感染させ
てしまうかもしれない不安。他にも、多くの我慢や不安がありました。この感染症に関する我慢や不
安が子どもたちにもたらした影響は大きく、教育活動の中で得られる満足感や達成感などが大きく低
下していると考えられます。従来は、我慢したからこそ得られた満足感や達成感がありました。例え
ると、組み立て体操では、土台になった子どもが痛さを我慢したからこそ上の子どもが落ちずに技が
成功したという満足感や達成感が得られました。しかし、感染対策の我慢は、成果や効果が見えない
我慢であり、我慢をしたことが良かったと感じにくい、感じられないものだから、満足感や達成感を
感じることができないのです。

　子どもたちと先生方とで工夫して作り上げたスポーツフェスティバルなどでの頑張りは、従来の運
動会に劣るものとは思えません。新しく作り上げたので、頑張りは今まで以上かもしれません。しか
し、教育活動の中で常に、感染予防対策の我慢と不安があるために、もろ手を挙げてやり切った満足
感や達成感にはなっていないのかもしれません。

　子どもたち同士のかかわり合いも同様です。先生方は、授業中のグループ活動を意図的に仕組んで
います。子どもたち同士で協力して楽しそうに学習している姿を多く見かけます。しかし、楽しさの
中にも、無意識に我慢や不安が存在し、楽しいと感じる気持ちを減らしているところがあるのではな
いかと思われます。私たち教師は、子どもたちの感染予防対策で頑張った我慢や不安に立ち向かった
強い気持ちを価値付けてあげなければなりません。そして、明日からの力にできるようにしなければ
なりません。

　来年度に向けた教育活動では、この感染症に関する我慢や不安を段階的に取り除き、従来、子ども
たちが感じていた教育活動を通した満足感や達成感を取り戻すことが教師の使命であるとも考えま
す。そこで、キーワードになることは「原点回帰」です。この３年間で変わってきた教育活動と従来
の教育活動を振り返り比較し、教育の原点を大切にして、新たな教育活動を創造していく必要があり
ます。学校教育で原点となることは、集団で学ぶところです。子ども同士が学び合うところです。感
染予防対策の影響で個別での学習が多くなってしまった子どもたちに、集団で力を合わせて物事を成
し遂げる素晴らしさや、学び合う事の喜びなどの、学校教育の原点を十分に味わえる教育活動を創造
していきたいと考えます。

　この３年間の経験は、将来、夢を実現させる時に立ちはだかる壁を乗り越える力となるに違いあり
ません。子どもたちの未来に幸あれと願い、令和４年度最後の学校だよりの言葉とします。



３月の行事予定
日 曜 行事等 日 曜 行事等

1 水 安全指導 17 金

2 木 地域子ども会 18 土

3 金 6年生を送る会 19 日

4 土 20 月 全校朝会　4時間授業(全学年)

5 日 21 火 春分の日

6 月 全校朝会　委員会活動（最終） 22 水 卒業式予行　4時間授業(1-4年）

7 火 特別時程　感謝の集い(6年)　4時間授業（1-5年） 23 木 修了式 給食終

8 水 24 金 第134回卒業式

9 木 25 土

10 金 児童集会 26 日 春季休業日始

11 土 27 月

12 日 28 火

13 月 5時間授業(全学年) 29 水

14 火 30 木

15 水 31 金 3学期終了

16 木 1 土

〇３月は、予告をせずに避難訓練を行います。ハンカチを身に付けておくようお声掛けください。
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